
主郭北東斜面 石垣石材の転落状況 
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明けましておめ

でとうございます。

史跡小牧山も新年

の清清しい空気に

包まれています。今

年も小牧山城の調

査と整備が一層充

実したものになる

よう、取り組みたい

と思います。 

発掘調査は、調査区のほぼ全面について表土の掘削が終

了しました。石垣が崩れて転落した石材の転落状況を写真

等で記録し、いよいよこれから転落石を取り除く作業が始

まります。転落石といえども、元は石垣を構成していた貴 

重な石材、文化財です。一つ一つ、石の

形状を確認し、崩れて元位置から動いて

しまったものか、元位置を保っているの

かを慎重に判断しながら、崩れてしまっ

た石だけを取り除いていきます。 

取り除いた転落石は、左の写真のよう

に調査箇所ごとにまとめて、墨書や刻印

の有無などを確認してから仮保管して

います。 
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～～～～裏込石とは？裏込石とは？裏込石とは？裏込石とは？～～～～    

本文中に登場した裏込石とは、右図のように石垣の背後 

に詰められた石（栗石、ぐり石とも）のことです。裏込 

石には石垣にかかる荷重を分散し、雨水による石垣の崩 

壊を防ぐという重要な役割があります。    
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